


にょ″て大さなえが認めシれた。圧縮眩友試喰のにり人さいもぅと,小 さぃるののコンクリ~卜の状
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卑 藁  1 であつた。

イ土:: i な́i : / 」 8 ′′

中llイιライさ(mh) 2 2 2

4立看るう / 2 3 4 5 7 ∂ ′′

じヒ 色 237 224 2/∂ 23′

鷹縮強茨(螺 375 2∂θ /57

写 真

4.ん 然

このよクに、 コンタリ́ 卜のヤl■イヒデイο千,年ntへたものとしてはさわめて/卜さぃイ直くなつて

いるの|ま、あさす″″の毛|レ′′レ准上ザが、十性に粉ILく有りぞあるI―めヒ考えられる。このこと|よ
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静フ/夕 |´卜の耐入仁」のキlt t朗ラい|( 軋ヽており、とくltら'こかのコレ

タルが力渤であうことい止ベウれて、ヽる。
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上箕祠1査 の′ぢ采 CL― //～ -22Mで あう施―曰滲 工昴 お メゲ 。ι´`ο“の夭ラ商粘ユ雁 りこ笙 | ょヽ るすと優
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の孝さケ飼の移蓬にっ、1て、oι夕物の鷲わ,イウあ沐し日の薇こド′1卑なところぞあう。で)|(蒻′kの月ズ

光もファのフ/クリ́ 卜の昴え,競キ′タスや触友試験のォち屎ヒょく 次́してヽ るヽ。

すと下道に使用され「プンクリートの耐ス社につ )ヽては、その調査でれたイラい ク
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